オリンピックの無観客を止め、ＰＣＲ検査陰性者／ワクチン接種完了者を観客に！

7月17日　要旨を毎日新聞「みんなの広場」に投稿
ワクチン接種者の9５％はコロナ抗体を持つそうだ。もっともこの数字は発症阻止効果であって、感染阻止効果はこれよりかなり低いようである（厚労省HP，2021年7月16日閲覧）。また、ＰＣＲ検査の感度は6２％程度（日本疫学会HP，2021年7月16日閲覧）、つまりPCR検査で陽性とされた100人のうち38人は陽性の可能性があるということだろう。そこで、PCR陰性証明を持つ人が会場入り口のPCR検査で再度陰性であれば擬陽性割合は38％ｘ38％で14％程度となり、85％程度が陰性とみることができる。ここでワクチン接種者の陽性率を多めに50％と見積もれば、ワクチン接種者でかつPCR 2d尾検査陰性者についての陽性者割合は14％ｘ50％＝7％となる。ワクチン接種とPCR検査で、陽性者を90％以上減らせるのである。従って会場と観客が感染対策をしっかりとることで、観客間相互感染の確率は僅少になるであろう。
オリンピックでは大部分の会場で無観客と決まったようだが、ワクチン接種者とＰＣＲ2度検査陰性者に限って、感染対策をしっかり取ったうえで入場を認めるようにしてはどうだろうか。7月の大相撲やその他のスポーツ行事についても観客を入れている場合が多い。これらの観客にワクチン接種歴やＰＣＲ検査の陰性証明を求めたというようなことはないようである。オリンピックだけについて無観客というのは日本国内の他の行事に比べて差別的であり、理屈が通らないことである。
なお、オリンピックだけについて観客にワクチン接種とＰＣＲ検査を求めよということ自体が、国内の他の行事での観客対策に比べて差別的である。しかし、それは国内の他の行事で本来なすべきことをしていないということなのである。オリンピック観客への対応はむしろ日本の他の行事での観客の扱いへの警鐘として受け止められることを期待する。
組織委員会はデータと論理を示して国民の納得を得る努力をすべきだろう。
2021年7月17日　本論の要旨を毎日新聞みんなの広場に投稿）
